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1 はじめに
ラットレース回路を用いたバランスフィルタの研究が

注目されており，最近ではマイクロストリップ線路と集
中定数素子の組み合わせによる小型化 [1]や，デュアルバ
ンド特性の実現について検討されている．
本研究ではコムライン型結合線路をラットレース回路に

装荷することにより，バラン特性を有する通過帯域を実現
するとともに，不要な共振を抑制することを目標とした．
なお，本検討では LTE−Advancedで用いる 3.5GHz帯
(3.4− 3.6GHz,幅:40MHz)での通過帯域特性の実現を目
指す．

2 コムライン型結合線路装荷型ラットレース回路を用い
たマイクロストリップ線路バランスフィルタ
図 1にコムライン型結合線路を装荷したラットレース

回路を用いたマイクロストリップ線路バランスフィルタ
の回路構造を示す．図 1に示した回路構造では，ラット
レース回路において不要な共振として出現する 2倍波で
ある 7GHz付近の帯域における減衰量を更に得るために
開放スタブを装荷した．
図 2に試作したバランスフィルタ及びベクトルネット

ワークアナライザ (ZVB20:Rohde & Schwarz GmbH &

Co. KG)を用いた測定結果を示す．なお，試作に用いた
高周波プリント基板はMegtron7 である．
図 2に示した伝送特性より，0−3GHz及び 4.2−10GHz

の帯域において，20 dB以上の減衰量が得られていること
が確認できる．また，通過帯域の 3.5GHz付近における通
過帯域特性及び出力ポートの電力差及び位相差を図 3に示
す．図 3に示した特性より，3.52−3.56GHzの幅 40MHz

において挿入損失は (3.01 + 1.84) dBよりも低く, 電力差
は ±0.5 dBの範囲内にあり，位相差は 179 − 180 deg.で
あること，さらに通過帯域内においてバランとして働い
ていることを確認した．

3 まとめ
コムライン型結合線路装荷型ラットレース回路を用い

たマイクロストリップ線路バランスフィルタの設計，試
作及び測定を行った．コムライン型結合線路及び開放ス
タブを用いることでフィルタとしての特性，すなわち通
過帯域を形成し通過帯域外の減衰量を得るとともに，ラッ
トレース回路によってバランとしての特性，すなわち電
力と位相のバランスをとった．今後の課題として，回路
の小型化及び通過帯域内における挿入損失の改善が挙げ
られる．
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図 1 コムライン型結合線路装荷型ラットレース回路を用
いたバランスフィルタの回路構造
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図 2 試作したバランスフィルタ及びその伝送特性
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 図 3 図 2に示した回路における通過帯域近傍の通過帯

域特性，出力ポートの出力差及び位相差
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